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黒
石
地
区
振
興
会
が
奥
州
市
に
対
し
て

６
月
に
提
出
し
て
い
た
12
件
の
地
区
要

望
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
回
答
が
示
さ

れ
、
常
任
委
員
会
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

(

要
望
項
目
の
詳
細
は
７
月
号
に
掲
載) 

 

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
示
に
よ
る
取
組
方

針
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。 

 

Ａ
：
要
望
の
趣
旨
に
沿
っ
て
措
置
す
る 

 
 
 

も
の 

 

Ｂ
：
実
現
に
努
力
し
て
い
く
も
の 

 

 

Ｃ
：
当
面
は
実
現
で
き
な
い
も
の 

 

 

Ｄ
：
実
現
が
極
め
て
困
難
な
も
の 

 

Ｅ
：
そ
の
他 

①
市
道
下
ノ
在
家
沢
田
線
の
舗
装
改
良
に

つ
い
て(

小
黒
石)

＝
舗
装
新
設
に
つ
い

て
は
、
要
望
が
多
く
、
道
路
整
備
計
画
に

沿
っ
て
年
次
計
画
に
よ
り
整
備
を
進
め

て
お
り
、
早
期
の
着
手
は
難
し
い
状
況

で
す
。(

Ｃ) 

②
市
道
正
法
寺
柳
沢
線
の
側
溝
整
備
に
つ

い
て(

下
柳)

＝
側
溝
整
備
に
つ
い
て
は
、

要
望
が
多
く
、
必
要
性
や
緊
急
性
を
踏

ま
え
整
備
を
進
め
て
お
り
、
当
面
は
難

し
い
状
況
で
す
。(

Ｃ) 

③
黒
石
地
区
セ
ン
タ
ー
の
第
１
次
収
容
避

難
所
に
相
応
し
い
設
備
整
備
に
つ
い
て

＝
要
望
の
設
備
は
平
時
で
も
必
要
な
も

の
と
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
黒
石
小
学

校
が
統
合
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に

第
１
次
収
容
避
難
所
と
す
る
可
能
性
を

含
め
閉
校
後
の
施
設
利
用
が
検
討
さ
れ

る
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
利
用
の
方
向

性
の
決
定
を
踏
ま
え
対
応
を
検
討
し
ま

す
。(

Ｃ) 

④
県
道
14
号
一
関
北
上
線
の
線
形
改
良
に

つ
い
て
＝
要
望
の
区
間
に
つ
い
て
は
、道

路
事
業
だ
け
で
は
冠
水
対
策
は
困
難
で

あ
り
、
国
の
治
水
対
策
事
業
と
連
携
が

必
要
で
す
。
国
で
は
、
鶴
城
・
大
久
保
地

区
の
治
水
対
策
に
つ
い
て
令
和
２
年
度

に
堤
防
計
画
や
堤
防
構
造
等
の
概
略
検

討
を
実
施
し
て
い
る
と
承
知
し
て
お

り
、
県
と
し
て
は
引
き
続
き
国
の
北
上

川
の
治
水
対
策
事
業
と
調
整
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
【
県
か
ら
の
回
答
】(

Ｂ) 

⑤
北
上
川
無
堤
区
間
の
築
堤
に
つ
い
て
＝

国
で
は
、
北
上
川
中
流
部
緊
急
治
水
対

策
事
業
と
し
て
、
ま
ず
は
住
家
へ
の
浸

水
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
優
先
し

て
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
鶴
城
地

区
及
び
内
堀
地
区
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
に
築
堤
計
画
や
堤
防
構
造
等
の
概
略

検
討
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
、
事
業

に
関
係
す
る
県
の
道
路
関
係
部
局
と
協

議
・
調
整
を
図
り
、
引
き
続
き
事
業
着
手

に
向
け
検
討
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
ま

す
。
北
上
川
の
治
水
対
策
は
、
県
と
し
て

も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
整
備
促
進
に

向
け
国
へ
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。【
県

か
ら
の
回
答
】(

Ｂ) 

 
 

市
で
は
岩
手
河
川
国
道
事
務
所
（
令

和
３
年
７
月
12
日
）
、
東
北
地
方
整
備
局

（
令
和
３
年
７
月
13
日
）
、
岩
手
県
県
土

整
備
部
（
令
和
３
年
８
月
２
日
）
、
県
南

広
域
振
興
局
（
令
和
３
年
９
月
10
日
）
に

要
望
を
行
い
ま
し
た
。 

⑥
県
道
田
原･

折
居
線
の
改
良
に
つ
い
て

(

長
根
・
高
清
水)

＝
①
道
路
改
良
及
び
歩

道
整
備
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
か
ら
多

く
の
要
望
が
あ
り
、
交
通
量
及
び
沿
道

状
況
を
考
慮
し
、
緊
急
性
の
高
い
箇
所

か
ら
整
備
を
進
め
て
お
り
、
早
期
の
事

業
化
は
難
し
い
状
況
で
す
。
②
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
等
の
視
認
性
が
悪
い
個
所

に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
に
引
き
直

し
を
実
施
し
ま
し
た
。
【
県
か
ら
の
回

答
】(

Ｂ) 

⑦
藤
橋
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
＝
歩
道
設

置
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
か
ら
多
く
の

要
望
が
あ
り
、
必
要
性
や
緊
急
性
等
を

考
慮
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
要
望
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
早
期
の

事
業
化
は
難
し
い
状
況
で
す
が
、
交
通

量
の
推
移
や
公
共
事
業
予
算
の
動
向
等

を
見
極
め
な
が
ら
総
合
的
に
判
断
し
て

い
き
ま
す
。
【
県
か
ら
の
回
答
】(

Ｂ) 

⑧
市
道
下
谷
記
白
石
沢
線
の
側
溝
改
修
に

つ
い
て(

二
渡)

＝
側
溝
整
備
に
つ
い
て

は
、
要
望
が
多
く
、
必
要
性
や
緊
急
性
を

踏
ま
え
整
備
を
進
め
て
お
り
、
当
面
は

難
し
い
状
況
で
す
。(

Ｃ) 

⑨
字
正
法
寺
の
兵
士
沢
地
区
へ
の
消
火
栓

設
置
に
つ
い
て(

正
法
寺)

＝
要
望
の
地

域
は
水
道
管
設
備
の
関
係
で
消
火
栓
の

設
置
が
で
き
ま
せ
ん
。
水
道
管
の
布
設

替
え
や
防
火
水
槽
等
、
他
の
水
利
で
の

対
応
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市
全

体
の
設
置
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
計
画

的
に
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。(

Ｄ) 

⑩
市
道
正
法
寺
柳
沢
線
に
車
両
待
避
所
の

設
置
に
つ
い
て(

正
法
寺)

＝
待
避
所
の

設
置
は
有
効
と
考
え
ま
す
が
、
設
置
場

所
と
用
地
問
題
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
、
早
期
の
整
備
は
難
し
い
状
況
で
す
。

(

Ｃ) 

⑪
市
道
谷
地
・
袖
ノ
沢
線
の
側
溝
整
備
に

つ
い
て(

小
黒
石)

＝
側
溝
整
備
に
つ
い

て
は
、
要
望
が
多
く
、
必
要
性
や
緊
急
性

を
踏
ま
え
整
備
を
進
め
て
お
り
、
当
面

は
難
し
い
状
況
で
す
。(

Ｃ) 

⑫
市
道
を
横
断
す
る
水
路
の
設
置
に
つ
い

て(

高
清
水)

＝
側
溝
整
備
に
つ
い
て
は
、

要
望
が
多
く
、
必
要
性
や
緊
急
性
を
踏

ま
え
整
備
を
進
め
て
お
り
、
当
面
は
難

し
い
状
況
で
す
。(

Ｃ) 

※
早
期
の
実
現
が
難
し
い
状
況
で
す
が
、

少
し
ず
つ
進
み
始
め
た
事
業
も
あ
る
よ

う
で
す
。
黒
石
地
区
振
興
会
で
は
引
き

続
き
粘
り
強
く
関
係
機
関
に
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。 

 

奥
州
市
の
令
和
三
年
度
市
勢
功
労

表
彰
地
方
自
治
功
労
の
被
表
彰
者
に

二
渡
の
佐
々
木
満
行
さ
ん(

前
二
渡
行

政
区
長)

が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

佐
々
木
さ
ん
は
、
平
成
18
年
か
ら

15
年
間
行
政
区
長
を
務
め
ら
れ
、
う

ち
通
算
６
年
間
水
沢
行
政
区
長
協
議

会
理
事
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
と

行
政
の
橋
渡
し
役
と
し
て
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。
表
彰
状
の
授
与
は
、
１
月
13

日
に
市
役
所
本
庁
で
行
わ
れ
ま
す
。 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

【佐々木満行さん】 



 
５
月
号
か
ら
、
始
ま
り
ま
し
た
、
リ
レ
ー
方
式
で
寄

稿
し
て
い
た
だ
く
「
く
ろ
い
し
心
を
つ
な
ぐ
リ
レ
ー

コ
ラ
ム
」
、
９
回
目
と
な
る
今
月
号
は
高
清
水
行
政
区

の
菊
地
敏
明
さ
ん
で
す
。 

  

こ
の
地
に
生
ま
れ
て  

 
 
 
 
 
 
 
 
  

高
清
水 
菊 

地 

敏 

明 

 

前
投
稿
者
か
ら
無
茶
ぶ
り
で
私
に
回
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

 

私
事
持
論
に
な
り
ま
す
が
、
自
然
豊
か
な
こ

の
地
に
最
高
の
父
親
と
妻
強
の
母
親
の
間
に
生

ま
れ
、
私
も
社
会
人
に
な
り
、
そ
し
て
蘇
民
祭

を
通
じ
様
々
な
方
と
知
り
合
い
、
揉
ま
れ
人
間

的
に
も
大
き
く
育
て
ら
れ
、
今
で
は
下
ズ
ボ
ン

の
離
せ
な
い
年
齢
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
の
頃
か
ら
蘇
民
祭
の
教
育
を
熱
心
に

教
え
込
ま
れ
、
今
で
は
次
の
世
代
に
少
し
ず
つ

で
も
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
幸
い
に
も
家
族
皆
健
康
で
、
こ
れ
も
偏
に

お
薬
師
様
の
お
陰
で
あ
り
、
最
高
の
ご
利
益
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

普
段
普
通
に
食
べ
て
い
る
米
で

す
が
、
他
地
区
他
県
の
方
々
に
食

べ
て
い
た
だ
く
と
美
味
し
い
と
の

高
評
価
が
返
っ
て
来
ま
す
。
こ
れ

ま
で
全
く
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

こ
れ
も
黒
石
の
良
い
と
こ
ろ
だ
な
と
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
美
味
し
い
米
を
狙
っ

て
な
の
か
、
子
ど
も
の
頃
は
い
な
か
っ
た
野
生

動
物
の
日
本
鹿
、
イ
ノ
シ
シ
等
田
ん
ぼ
や
畑
に 

出
没
し
米
農
家
を
悩
ま
せ
る
事
態

が
多
々
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
何

と
か
せ
ね
ば
と
思
う
の
で
す
が
、

考
え
が
浮
か
ん
で
き
ま
せ
ん
。
誰

か
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

蛇
紋
岩
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
二
〇
一
六
年

に
日
本
地
質
学
会
に
よ
っ
て
岩
手
県
の
岩
石
に

選
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
「
じ
ゃ
も
ん
が
ん
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
」
は
、

多
く
の
方
た
ち
と
繋
が
っ
て
、
こ
こ
黒
石
に
し

か
な
い
黒
石
だ
か
ら
で
き
る
事
を
、
是
非
皆
さ

ん
と
蘇
民
祭
等
を
通
じ
考
え
行
動
し
発
展
さ
せ

活
性
化
に
向
け
て
行
き
た
い
と
、
日
本
は
も
と

よ
り
世
界
に
発
信
で
き
る
地
域
に

し
た
い
と
目
論
ん
で
お
り
ま
す
の

で
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
ま
だ
ま
だ
経
験
が
浅
い
私
で

あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

次
回
２
月
号
の
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
は
、
ど
な
た
で

し
ょ
う
か
。
お
楽
し
み
に
！ 

地域安全 
年末年始防犯パトロール 

12月24日(金) 

午後１時半 鶴城商店街 

１月７日(金) 

午後１時半 鶴城商店街 
※お出かけの際の鍵のかけ忘れや電話 
 等による振り込め詐欺にご注意くだ 
 さい。 

 

<黒石町防犯協会> 

 

黒
石
寺
蘇
民
祭
保
存
協
力
会
は
、

11
月
29
日(

月)

に
黒
石
地
区
セ
ン

タ
ー
で
総
会
を
開
催
し
、
令
和
４
年

の
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
か

ら
、
令
和
４
年
２
月
に
予
定
す
る
「
黒

石
寺
蘇
民
祭
」
は
今
回
も
縮
小
し
て

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
役
員
改
選
で
は
、
こ
れ
ま
で

20
年
会
長
を
務
め
ら
れ
た
菅
野
市

夫
さ
ん(

鶴
城)

と
副
会
長
の
梅
原
淳

一
さ
ん(

高
清
水)

が
退
任
し
、
後
任

の
会
長
に
佐
藤
邦
憲
さ
ん(

内
堀)

、

副
会
長
に
菊
地
多
加
司
さ
ん(

長
根)

が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

12
月
11
日
、
黒
石
地
区
振
興
会

主
催
の
「
お
正
月
飾
り
手
作
り
講

座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、

ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ッ
プ
花
駒
店
主
の

瀬
戸
淳
子
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ

き
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
、
丸
い
形
の
し
め
縄
に 

松
葉
や
椿
の
葉
な

ど
の
飾
り
を
選

び
、
水
引
や
リ
ボ

ン
な
ど
を
つ
け
、

素
敵
な
お
正
月
飾

り
を
作
り
ま
し

た
。 

 

お
正
月
が
来
て

自
宅
の
玄
関
先
に

飾
る
の
が
楽
し
み

で
す
ね
。 

【作品を手にした受講生のみなさん】 

 

令
和
３
年
度
寺
子
屋
リ
ー
ダ
ー
表

彰
式
が
12
月
５
日(

日)

開
催
の
遊
び

リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
で
行
わ
れ
、
黒
石
地

区
か
ら
６
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
<

３
年
表
彰> 

 
 

石 

川 

雄 

大 

く
ん
（
中
３
） 

 
 

及 

川 

美
彩
樹 

さ
ん
（
中
３
） 

 
 

及 

川 

莉 

愛 

さ
ん
（
中
３
） 

 
<

６
年
表
彰> 

 
 

青 

山 
 

 

陸 

く
ん
（
高
３
） 

 
 

石 

川 

愛 

袈 

さ
ん
（
高
３
） 

 
 

菊 

地 

亜 

依 

さ
ん
（
高
３
） 

 
寺
子
屋
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、
寺
子
を
引
っ
張
っ
て
、
行
事

を
成
功
に
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

エ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
谷
翔
平
選
手

が
大
リ
ー
グ
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
選
ば
れ

た
日
に
発
行
さ
れ
た
「
岩
手
日
報
特

別
号
外
」
紙
面
を
パ
ネ
ル
に
入
れ
地

区
セ
ン
タ
ー
玄
関
に
展
示
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
こ
の
「
岩
手
日
報
特
別
号

外
」
を
、
先
着
10
名
様
に
お
譲
り
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
地
区
セ
ン

タ
ー
に
電
話
、
ま
た
は
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

 

☎
１
０
９
７-

２
６-

３
８
１
９ 

※ 

お
一
人
様
１
部
ま
で
。 

※ 

パ
ネ
ル
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。 



 

黒
石
小
学
校
区
子
ど
も
会
育
成
会
連
合
会

は
、
令
和
４
年
１
月
16
日
（
日)

午
前
９
時
か
ら

第
33
回
黒
石
親
子
ジ
ャ
ン
ボ
か
る
た
大
会
を

黒
石
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
し
ま
す
。
昨

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開
催
を
見
送

り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
新
し
い
か
る
た
の
作

成
は
せ
ず
、
前
回
の
か
る
た
を
使
用
す
る
な

ど
、
感
染
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
開
催
と
な
り

ま
す
。 

 

12
月
12
日
（
日
）
、
黒
石
地
区
セ
ン
タ
ー
に

中
高
生
の
寺
子
屋
リ
ー
ダ
ー
が
集
ま
り
、
か
る

た
取
得
者
へ
贈
ら
れ
る
木
メ
ダ
ル
と
参
加
記

念
メ
ダ
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
集

ま
っ
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
話
に
花
を
咲
か
せ

な
が
ら
も
黙
々
と
作
業
を
進
め
た
後
、
当
日
の

役
割
分
担
や
ル
ー
ル
の
確
認
な
ど
、
か
る
た
大

会
に
向
け
て
の
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
木
メ
ダ
ル
作
り
に
備
え
て
、
小
黒
石

の
千
田
正
典
さ
ん
に
は
材
料
の
準
備
を
、
鶴
城

の
片
岡
清
範
さ
ん
に
は
ヤ
ス
リ
掛
け
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 
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【寺子屋リーダーが木メダルを作成】 

めんこい美術館開館20周年記念事業 

「佐々木精治郎展」 
黒石町出身の画家 故佐々木精治郎 の作品展を開催 

<期  日> 令和４年１月20日(木)～30日(日) 

       ９時～17時 ※火曜日休館 

       初日はオープニングセレモニー終了後 

      オープニングセレモニーは20日(木)10時 

<場  所> めんこい美術館 企画展示室 

<入場料金> 無料 

<展示内容> 油彩画・パステル画・デッサン・スケッチ等 

         ※旧黒石村の歴代村長の肖像画１２点 

         も展示されます。 

《 奥州市文化振興財団 ☎22-6622 》 

松の支え木を交換 
 地区センターの庭にある松の

木の支え木が朽ちてしまい、こ

れからの雪の影響を心配してい

ましたが、鶴城の片岡清範さん

に支え木の交換をしていただ

き、安心して冬を越せるように

なりました。 

 ありがとうございました。 
【作業する片岡さん】 

カモシカ が 

おかえり～⁉ 
  

 下柳行政区の菊地喜昭さん

宅で、お買い物から帰ってきた

ところ、玄関の前で特別天然記

念物のニホンカモシカが「おか

えり～」とでも言いそうな面持

ちでお出迎えをしていたそうで

す。  

 奥さんの節子さんがそぉっと携帯でパシャリと撮っ

たのがこの1枚です。性格が大人しく人を見てもじっ

と見ていることが多いニホンカモシカの、こんなかわ

いいお出迎えに心がほっこりしますね。 

《地域活動員募集》 
  令和４年４月１日から黒石地区センターで働いていた

だく地域活動員を１名募集します。 

 ◇雇用期間 令和４年４月１日から１年間（更新あり） 

 ◇仕事内容 地区センター業務(振興会関係事務等) 

 ◇賃   金 月額150,000円 

 ◇勤 務 日 月曜～金曜（土日祝日は原則休み） 

 ◇勤務時間 8:30～16:15、9:30～17:15の交替制 

 ◇休    暇 年次有給休暇、特別休暇あり 

 ◇福利厚生 社会保険、労働保険等加入 

 ◎応募は１月13日(水)までに ☎26-3819 

住 民 登 録 月 報 （令和３年11月30日） 

行政区 男 女 計 世帯数 

内 堀 
50 

(0) 

49 

(0) 

99 

(0) 

35 

(0) 

鶴 城 
71 

(-1) 

69 

(0) 

140 

(-1) 

54 

(0) 

長 根 
52 

(+2) 

44 

(0) 

96 

(+2) 

40 

(0) 

下 柳 
48 

(-1) 

53 

(0) 

101 

(-1) 

40 

(-1) 

二 渡 
122 

(0) 

116 

(0) 

238 

(0) 

79 

(0) 

正 法 寺 
39 

(0) 

34 

(0) 

73 

(0) 

33 

(0) 

小 黒 石 
39 

(0) 

47 

(0) 

86 

(0) 

31 

(0) 

高 清 水 
57 

(0) 

47 

(-1) 

104 

(-1) 

42 

(-1) 

計 
478 

(0) 

459 

(-1) 

937 

(-1) 

354 

(-2) 

※
カ
ッ
コ
内
は
前
月
と
の
比
較 



２０２２年 １月  じゃもんがん  家庭連絡団らん 

       令和３年12月23日現在 

日 曜日   行 事 予 定   時 間           会   場 

1 土   地区センター休館（年始休館）                <元旦>     

2 日   地区センター休館（年始休館）     

3 月   地区センター休館（年始休館）     

4 火   黒石地区振興会 三役会議 １０：１５   地区センター第１会議室 

5 水   

卓球クラブ 

黒石地区民生児童委員協議会 定例会 

黒石バドミントン 

１３：００ 

１３：３０ 

２０：００ 

  

地区センター体育館 

地区センター第１会議室 

地区センター体育館 

6 木   
黒石地区老人クラブ（グラウンド・ゴルフ） 

黒石地区老人クラブ連絡協議会 理事会 

９：３０ 

１２：００ 
  

地区センター体育館 

地区センター第１会議室 

7 金   
奥州市次期道路計画説明会 

黒石小学校PTAスポーツ交流会 

１５：００ 

２０：００ 
  

地区センター第１会議室 

地区センター体育館 

8 土        

9 日   奥州市成人式    奥州市文化会館(Ｚホール) 

10 月                                  <成人の日>     

11 火        

12 水   
卓球クラブ 

黒石バドミントン 

１３：００ 

２０：００ 
  

地区センター体育館 

地区センター体育館 

13 木   黒石地区老人クラブ（グラウンド・ゴルフ） ９：３０   地区センター体育館 

14 金   黒石小学校PTAスポーツ交流会 ２０：００   地区センター体育館 

15 土        

16 日   親子ジャンボかるた大会 ９：００   黒石小学校 

17 月   
黒石地区老人クラブ（グラウンド・ゴルフ） 

黒石３B体操クラブ 

９：３０ 

１０：００ 
  

地区センター体育館 

地区センタ―研修室 

18 火        

19 水   
卓球クラブ 

黒石バドミントン 

１３：００ 

２０：００ 
  

地区センター体育館 

地区センター体育館 

20 木   黒石地区老人クラブ（グラウンド・ゴルフ） ９：３０   地区センター体育館 

21 金   黒石小学校PTAスポーツ交流会 ２０：００   地区センター体育館 

22 土        

23 日        

24 月   
黒石地区老人クラブ（グラウンド・ゴルフ） 

黒石３B体操クラブ 

９：３０ 

１０：００ 
  

地区センター体育館 

地区センタ―研修室 

25 火        

26 水   
卓球クラブ 

黒石バドミントン 

１３：００ 

２０：００ 
  

地区センター体育館 

地区センター体育館 

27 木   
黒石地区老人クラブ（グラウンド・ゴルフ） 

黒石地区行政区長協議会 定例会 

９：３０ 

１０：００ 
  

地区センター体育館 

地区センター第１会議室 

28 金   黒石小学校PTAスポーツ交流会 ２０：００   地区センター体育館 

29 土        

30 日        

31 月  黒石地区老人クラブ（グラウンド・ゴルフ） ９：３０   地区センター体育館 

黒石地区センターの年末年始休館 

１２月２９日（水）～１月３日（月） 

「親子ジャンボかるた大会」  

１月16日(日)９時～ 黒石小学校校庭 

「黒石地区新年交賀会」中止 

「輪投げチャンピオン大会」中止 

「黒石寺蘇民祭」 争奪戦等中止 
 ※護摩焚き祈祷のみ縮小開催 

【地区センターＨＰ】 


